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研究進捗状況報告書の概要 

 

１ 研究プロジェクト 

学校法人名 日本大学 大学名 日本大学 

研究プロジェクト名 脱分化脂肪細胞を用いた細胞治療の臨床応用に向けた橋渡し研究 

研究観点 研究拠点を形成する研究 

 

２ 研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

 細胞治療を広く普及させるためには、苦痛を伴わず採取でき簡便に大量調製が可能な移

植用細胞の開発が望まれる。我々の研究グループは、脂肪組織から単離した成熟脂肪細胞

を天井培養という方法で培養することによって得られる細胞群（脱分化脂肪細胞 : 

Dedifferentiated fat cells, DFAT）が、間葉系幹細胞(Mesenchymal stem cell, MSC)に類似し

た多能性を獲得することを明らかにした。DFATは少量の脂肪組織から均質なMSC様細胞を

大量調製できるため、実用性の高い治療用細胞ソースとして期待できる。本事業では既存の

治療用細胞との比較などを通じて DFAT の治療用細胞としての適性を明らかにし、臨床応用

に適合した DFAT 調製法や品質管理法を確立する。そして下肢虚血モデル動物などを用い

て DFAT 細胞治療の有効性と安全性を検証する。これらのデータを基に DFAT を用いた血管

再生細胞治療の臨床研究の実施を目指す。具体的には、「治療用細胞としての特性解析」、

「臨床応用に適合した細胞調製法の確立と移植安全性の検証」、「DFAT 細胞治療の開発と

前臨床試験」の各テーマに沿って臨床応用に向けた橋渡し研究を展開する。本事業によって

得られる研究成果は、医療経済的にも優れた普遍的な細胞治療の確立に寄与することが予

想される。 

 

 

３ 研究プロジェクトの進捗及び成果の概要 

 「治療用細胞としての特性解析」では、皮下脂肪組織に由来する DFAT の遺伝子発現プロ

ファイルは、脂肪組織由来幹細胞(Adipose-derived stem cell, ASC)と高い相同性を示すこと

を明らかにした。また骨髄や心外膜など局在が異なる脂肪組織から調製した DFAT は、その

分化指向性が異なることを明らかにした。「臨床応用に適合した細胞調製法の確立と移植安

全性の検証」では、アイソレーターを用いた閉鎖系システムで、臨床グレードの DFAT を調製

する方法を確立した。また臨床グレード DFAT の造腫瘍性試験を行い、DFAT の移植安全性

を確認した。「DFAT 細胞治療の開発と前臨床試験」では、種々の疾患モデル動物を用いた

移植実験を行い、下肢虚血、皮膚欠損、歯槽骨欠損、難治性骨折などに対する DFAT の治

療効果が明らかになった。これらの研究成果は、公開シンポジウム(3 回)、雑誌論文(17 報)、

学会発表（109 回）を通じて公表された。また研究成果に係わる特許出願（４件）や新聞報道

（4 件）などもなされた。自己評価による各テーマの達成度は 85〜95%であり、DFAT 細胞治療

の臨床研究開始に向けほぼ順調に進捗していると思われる。 
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平成 26 年度選定「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

研究進捗状況報告書 
 

１ 学校法人名    日本大学           ２ 大学名     日本大学        

 

３ 研究組織名    医学部総合医学研究所（細胞治療研究グループ）           

 

４ プロジェクト所在地   東京都板橋区大谷口上町 30-1                   

 

５ 研究プロジェクト名 脱分化脂肪細胞を用いた細胞治療の臨床応用に向けた橋渡し研究   

 

６ 研究観点       研究拠点を形成する研究                         

 

７ 研究代表者 
研究代表者名 所属部局名 職名 

松本 太郎 医学部 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数  23 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 
研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

松本 太郎 
医 学 部 ・ 教

授 

治療医用細胞としての特性

解析 

研究の総括、血管新生

能分子機構の解明 

加野 浩一郎 
生物資源科

学部・教授 

治療医用細胞としての特性

解析 

脱分化による多能性獲

得機構の解明 

越永 從道 
医 学 部 ・ 教

授 

治療医用細胞としての特性

解析 
ヒト検体の採取・提供 

池田 太郎 
医 学 部 ・ 助

教 

治療医用細胞としての特性

解析 

組織特異的分化指向性

の解明 

槇島 誠 
医 学 部 ・ 教

授 

治療医用細胞としての特性

解析 

脱分化による多能性獲

得機構の解明 

野呂 知加子 
生 産 工 学

部・教授 

治療用細胞としての特性解

析 

移組織内における細胞

特性の解明 

副島 一孝 
医 学 部 ・ 准

教授 

臨床応用に適合した調製法

の確立 

吸引脂肪を用いた調製

法の開発 

風間 智彦 
医 学 部 ・ 助

手 
移植安全性の検討 

遺伝的安定性の検討、

造腫瘍性試験の実施 

徳橋 泰明 
医 学 部 ・ 教

授 

DFAT を用いた新規細胞治

療の開発 

難治性骨折に対する細

胞治療の開発 

福田 昇 
総合科学研

究所・教授 

DFAT を用いた新規細胞治

療の開発 

慢性腎炎に対する細胞

治療の開発 
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仲沢 弘明 
医 学 部 ・ 教

授 

DFAT を用いた新規細胞治

療の開発 

重度熱傷に対する細胞

治療の開発 

高橋 悟 
医 学 部 ・ 教

授 

DFAT を用いた新規細胞治

療の開発 

腹圧性尿失禁に対する

細胞治療の開発 

大日方 大亮 
医 学 部 ・ 助

教 

DFAT を用いた新規細胞治

療の開発 

腹圧性尿失禁に対する

細胞治療の開発 

高橋 昌里 
医 学 部 ・ 教

授 

DFAT を用いた新規細胞治

療の開発 

造血幹細胞生着促進、

GVHD 予防を目的とした

細胞治療の開発 

平山 篤志 
医 学 部 ・ 教

授 

DFAT 細胞治療の前臨床試

験 

虚血性心疾患に対する

細胞治療の確立 

山口 健哉 
医 学 部 ・ 准

教授 

DFAT 細胞治療の前臨床試

験 
至適移植条件の確立 

石毛 美夏 
医 学 部 ・ 専

任講師 

DFAT 細胞治療の前臨床試

験 

造血幹細胞生着促進、

GVHD 予防を目的とした

細胞治療の開発 

谷ヶ崎 博 
医 学 部 ・ 准

教授 

DFAT 細胞治療の前臨床試

験 

造血幹細胞生着促進、

GVHD 予防を目的とした

細胞治療の開発 

月村 直樹 
歯 学 部 ・ 准

教授 

DFAT を用いた新規細胞治

療の開発 

歯周病に対する細胞治

療の開発 

秋田 大輔 
歯 学 部 ・ 助

教 

DFAT を用いた新規細胞治

療の開発 

歯周病に対する細胞治

療の開発 

（共同研究機関等）    

竹内 昌治 
東京大学生

産技術研究

所・教授 

治療用細胞としての特性解

析 
高次組織誘導法の開発 

興津 輝 

東京大学生

産技術研究

所 ・ 特 任 教

授 

治療用細胞としての特性解

析 
高次組織誘導法の開発 

松峯 元 
東京女子医

科 大 学 ・ 助

教 

DFAT を用いた新規細胞治

療の開発 
末梢神経再生法の検討 

 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

DFAT を用いた新規細

胞治療の開発 
歯学部・准教授 本田 雅規 

歯周病に対する細胞治

療の開発 

（変更の時期：平成 27 年 4 月 1 日） 
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新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 歯学部・准教授 月村 直樹 
歯周病に対する細胞

治療の開発 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 歯学部・助教 秋田 大輔 
歯周病に対する細胞

治療の開発 

 

 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

DFAT を用いた新規細

胞治療の開発 

大学院総合科学研

究科・教授 
福田 昇 

慢性腎炎に対する細胞

治療の開発 

（変更の時期：平成 27 年 4 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

大学院総合科学研究

科・教授 
総合科学研究所・教授 福田 昇 

慢性腎炎に対する細

胞治療の開発 

 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

移植安全性の検討 医学部・准教授 上野 高浩 
遺伝的安定性の検討、

造腫瘍性試験の実施 

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
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１１ 研究進捗状況（※ ５枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

 細胞治療を広く普及させるためには、苦痛を伴わず採取でき簡便に大量調製が可能な移植

用細胞の開発が望まれる。我々の研究グループは、脂肪組織から単離した成熟脂肪細胞を

天井培養という方法で培養することによって得られる細胞群（脱分化脂肪細胞: DFAT）が、間

葉系幹細胞(MSC)に類似した多能性を獲得することを明らかにした。DFAT は少量の脂肪組

織から均質な MSC 様細胞を大量調製できるため、実用性の高い治療用細胞ソースとして期

待できる。本事業では既存の治療用細胞との比較などを通じて DFAT の治療用細胞としての

適性を明らかにし、臨床応用に適合した DFAT 調製法や品質管理法を確立する。そして下肢

虚血モデル動物などを用いて DFAT 細胞治療の有効性と安全性を検証する。これらのデータ

を基に DFAT を用いた血管再生細胞治療の臨床研究の実施を目指す。具体的には、「治療

用細胞としての特性解析」、「臨床応用に適合した細胞調製法の確立と移植安全性の検

証」、「DFAT 細胞治療の開発と前臨床試験」の各テーマに沿って臨床応用に向けた橋渡し研

究を展開する。本事業によって得られる研究成果は、医療経済的にも優れた普遍的な細胞

治療の確立に寄与することが予想される。 

 

（２）研究組織 

1. 研究代表者の役割 

 研究代表者は、本プロジェクトで実施する研究の総括及び成果発表、研究グループ間の情

報共有、役割分担、知財戦略等の統括を行っている。 

2. 各研究者の役割分担や責任体制の明確さ 

 臨床研究に向けた橋渡し研究では、研究代表者が医学部の複数の診療科における役割分

担や研究課題を取りまとめ、ヒト脂肪組織の採取から臨床試験まで系統的に実施できる研究

体制を形成している。また本学医学部以外と行う共同研究では、4 名のコアメンバーである加

野、野呂、福田、本田(平成 27 年 4 月より月村に変更)が、それぞれ生物資源科学部、生産工

学部、総合科学研究所、歯学部における研究グループの統括を行っている。 

3. 研究プロジェクトに参加する研究者の人数 

 本プロジェクトでは、9 名の基礎研究者と、12 名の臨床医学を専門とする研究者及び 3 名の

学外研究者（合計 24 名）が主な研究者として参加している。さらに大学院生、PD、RA、研究

員、研究協力員、臨時職員を含めると合計 67 名の研究者が参加している。 

4. 大学院生・PD 及び RA の人数・活用状況 

 計 21 名の大学院生、3 名の PD、2 名の RA が本プロジェクトに参加している。 

5. 研究チーム間の連携状況 

 研究代表者の松本と４名のコアメンバーとはすでに多くの共同研究を行っており、学部横断

的な研究体制が構築されている。研究代表者と４名のコアメンバーは医学部で行われるミー

ティングにて進捗状況の確認や相互評価を定期的に行っている。 

6. 研究支援体制 

 日本大学産官学連携知財センター(NUBIC)より知財コーディネーター（１名）が本事業を担

当し、知財戦略支援を行っている。また日本大学医学部では総合医学研究所、医学研究支

援部門、研究事務課が一体となり本事業を側面より支援している。 

7. 共同研究機関との連携状況 

 東京大学、東京女子医科大学、名古屋大学、福岡歯科大学と共同研究を実施している。 
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（３）研究施設・設備等 

 日本大学医学部総合医学研究所の研究拠点として、医学部創立 70 周年記念館(リサーチ

センター) 5,722 m2 を中心に、本研究プロジェクトの実験やデータ解析施設として使用してい

る。本研究施設は数多くの研究者と大学院生が利用している。また本研究プロジェクトの動

物実験施設として医学研究支援部門ラボラトリーアニマル系実験動物施設および医学研究

支援部門生物化学系感染症ゲノム研究室を利用している。研究設備に関しては本事業にお

いて FACS Aria セルソーター(437 時間)、ロータリーミクロトーム(120 時間)、CO2 インキュベー

ター(9,504 時間)、マイクロプレートリーダー(46 時間)などを整備している。これらの研究設備

は本事業に関わる研究者のみならず、共有機器として多くの研究者や大学院生が利用して

いる。 

 

（４）進捗状況・研究成果等 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

＜現在までの進捗状況及び達成度＞ 

① ① 治療用細胞としての特性解析（達成度 90%） 

・皮下脂肪組織に由来する DFAT の遺伝子発現プロファイルは、脂肪組織由来幹細胞(ASC)

と高い相同性を示し、脂肪分化指向性が高いことを明らかにした(図書*1, 学会発表*1, 学会

発表*9, 16)。また脂肪組織の局在部位の相違により、その組織に由来する DFAT の分化指

向性が異なることを明らかにした（学会発表*42, 44）。 

・脱分化による多能性獲得に関わる転写因子の候補を同定した(学会発表*68, 69, 90, 91, 92, 

93, 103, 展示会等*2, 4, 6)。 

・TGFとその細胞内シグナル Smad2/3 経路が DFAT のペリサイト分化の主要経路であるこ

とを明らかにした（学会発表*20, 21, 33, 44, 80）。 

・マイクロ流体デバイスを用いて作成した DFAT コアシェル型細胞ファイバーから収縮能を有

する機能的平滑筋細胞の誘導に成功した (論文*43)。 

・ヒト頬脂肪体には皮下脂肪に比べ小型の脂肪細胞が多く存在し、この脂肪細胞から調製し

た DFAT は高い骨分化能を示すことを明らかにした(論文*28, 学会発表*43, 50, 70, 105)。 

・ビタミン D 受容体の活性化が成熟脂肪細胞の脱分化に対し抑制的な作用を示すことを明ら

かにした（学会発表*11, 14, 48, 56, 81, 97, 102）。 

・ブタ心外膜脂肪から調製した DFAT が高い心筋分化能を有することを明らかにした(学会発

表*52, 61, 87)。 

・ヒト DFAT から iPS 細胞を作成に成功した(学会発表*29, 37, 65, 89)。 

・DFAT の生着率向上を目的とした細胞キャリアの検討を行った（学会発表*6, 8, 40, 72）。 

・DFAT から機能性神経細胞への分化誘導に成功した（学会発表*10, 24） 

② ② 臨床応用に適合した細胞調製法の確立と移植安全性の検証（達成度 95%） 

・臨床グレードの DFAT を調製するために必要なアイソレーターを稼働させ、閉鎖系システム

で DFAT を作成できることを確認した（学会発表*38, 42, 44, 新聞報道*1, 4）。 

・脂肪細胞を容易に効率良く脱分化させるフラスコを設計・開発した（特許*4）。 

・ヒト DFAT を効率良く増殖させる GMP 準拠培地を開発した（論文*28）。 

・ヒト頬脂肪体から DFAT を効率良く調製する至適酵素濃度を決定した(論文*1, 学会発表

*63, 76, 特許*1)。 

・軟寒天コロニー形成試験や免疫不全(NOG)マウス皮下移植による造腫瘍性試験を委託実

施し、DFAT に造腫瘍性がないことを確認した(学会発表＊1, 5)。 

・PMDA の施設調査を受け、厚生労働省より特定細胞加工物(DFAT)の製造許可を受けた。 

・ヒト吸引脂肪組織から臨床グレードの DFATを調製し、細胞製造および品質管理に関するプ
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ロトコールを作成した(学会発表＊1, 5)  

③ ③ DFAT 細胞治療の開発と前臨床試験（達成度 85%） 

・ヒト DFAT が末梢血単核球や ASC などの細胞に比較して高い血管新生能を示すことを明ら

かにした(論文*38, 学会発表*1, 15, 31, 42, 44, 57, 71, 94, 95, 特許＊3, 新聞報道*3)。 

・ウサギ下肢虚血モデルに対する自家 DFAT 移植実験を行い、有効性や移植安全性を確認

した（学会発表*1, 15, 31, 42, 44, 57, 71, 新聞報道*4, 展示会等*2, 3, 4, 6） 

・マウス脊髄損傷モデルに DFAT 移植すると長期間にわたり運動機能が回復することを示し

た(論文*53, 学会発表*74, 展示会等*2, 4)。 

・バルーン膣拡張術と両側卵巣摘出を併用したラット持続性腹圧性尿失禁モデルに DFAT を

移植すると、排尿機能が改善することを明らかにした(図書＊12, 展示会等*2, 3) 

・ラット顔面神経切離モデルに DFAT 入りシリコンチューブを用いて架橋すると神経再生が促

進することを明らかにした（論文*52, 学会発表*3, 展示会等*2, 3, 4）。 

・ラット皮膚全層欠損モデルに対する人工真皮移植の際に bFGF と DFAT 移植を併用すると、

真皮再生が促進することを示した(論文*50, 図書*10, 学会発表*2, 19, 55, 58, 78, 特許*2)。 

・ラット難治性骨折モデルや椎間板変性モデルに対する骨・軟骨再生効果を明らかにした（論

文*39, 学会発表*22, 23, 26, 30, 35, 39, 45, 53, 59, 75, 79, 85, 86, 99, 100, 101, 108, 109）。 

・ラット免疫性腎炎モデルに DFAT を静脈内投与すると尿蛋白や腎機能が改善することを明

らかにした(論文*45, 図書*6, 学会発表*4, 18, 27, 28, 41, 47, 62, 88, 96)。 

・ラット全層植皮モデルに bFGF 投与と DFAT 移植を併用すると、bFGF 単独投与に比べ移植

皮膚内の血管数が増加することを示した (論文＊42, 図書*10, 学会発表*2, 13, 46, 67, 98)。 

・ラット皮弁モデルの皮弁基部に DFAT を移植すると皮弁内の血管数が有意に増加し皮弁生

着が促進することを明らかにした(論文＊29, 図書*10, 学会発表*2, 32, 73, 104)。 

・歯周組織欠損ラットに DFAT を含む PLGA ブロックの移植を行うと、歯槽骨、セメント質、歯

根膜の再生を促進することを明らかにした（論文＊3, 25, 学会発表*17, 54, 82, 受賞*1）。 

・ラット尿管逆流症(VUR)モデルに対する DFAT の治療効果を示した(論文*12, 図書*12)。 

・DFAT の免疫制御能や造血細胞維持能を他細胞と比較し、優れた治療効果を示すことを明

らかにした(学会発表＊7, 12, 34, 49, 64, 66, 77, 83, 106, 107)。 

・ラット低酸素性虚血性脳症モデルに対して DFAT 静脈内投与すると海馬のアポトーシス細

胞の減少や運動機能の改善が認められることを明らかにした(論文*5, 学会発表*25) 。 

 

＜特に優れた研究成果＞ 

1. ヒト DFAT が他の細胞源と比較しても、ドナー年齢や継代数に影響されず安定した血管

新生作用を示すことを明らかにした。また下肢虚血モデルを用いた移植実験により

DFATは高い血流改善作用を示し、安全に移植できることを確認した（論文*37, 38, 図書

*1, 9, 学会発表＊1, 15, 31, 42, 44, 57, 94, 新聞報道*3, 4, 展示会等*1, 2, 3, 4, 5, 6）。 

2. ヒト吸引脂肪組織を用いた検討により、臨床グレードの DFAT を閉鎖系システムで調製

する方法を確立した(論文*26, 図書*8, 学会発表*5, 36, 51, 60, 84, 展示会等*4, 6)。 

3. 重症下肢虚血に対する DFAT を用いた細胞治療の臨床研究開始に向け、日本大学医

学部リサーチセンターCPF に対する PMDA の施設調査を受け、厚生労働省より特定細

胞加工物(DFAT)の製造許可を受けた(学会発表*1)。 

4. 重度熱傷などの皮膚再生を目的とした細胞治療に DFAT が有望であることを種々の検

討により明らかにした(論文*29, 42, 50, 図書＊10, 学会発表＊2, 13, 19, 32, 46, 55, 58, 

67, 73, 78, 98, 104, 特許*2, 新聞報道*2, 展示会等*2, 3, 4, 6)。 
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＜問題点とその克服方法＞ 

1. 生体内における脂肪細胞の脱分化現象を観察する目的で、成熟脂肪細胞に由来する

細胞を in vivo で追跡できるマウスとして Fabp4-cre/Floxed-EGFP マウスを用いた実験を

行ったが、脂肪細胞以外の細胞も EGFP 陽性となることが明らかになった。このため、タ

モキシフェン誘導システムなどを用いたより脂肪細胞特異的にレポーター遺伝子を発現

する遺伝子改変マウスを使って研究を展開していく予定である。 

2. 本プロジェクトにおいてマウス急性 GVHD モデルに対する DFAT 移植の有効性や至適移

植条件を検討する予定であったが、GVHD を再現性よく惹起させることが困難であった。

このため DFAT 移植による治療効果を明確にすることができなかった。今後、モデル作

成法を再考し安定したモデル作出法を確立後、細胞移植実験を再実施したい。 

3. ヒト DFAT の治療用細胞としての特性解析や DFAT を用いた細胞治療の開発では、得ら

れた研究成果が特許出願可能かどうかの判断に時間がかかり、論文発表に至っていな

いケースが見受けられる。対策として実験計画の段階や実験早期の段階である程度、

特許出願可能か事前に調査しておくことが必要であると思われる。 

 

＜研究成果の副次的効果（実用化や特許の申請など研究成果の活用の見通しを含む。）＞ 

本研究プロジェクトに関して以下の特許出願を行った。 

1. *出願番号：PCT/JP2015/068658 特願 2014-149676  

発明者：本田雅規, 鶴町仁奈, 秋田大輔, 外木守男, 加野浩一郎, 松本太郎 

発明の名称：「脱分化脂肪細胞の取得方法」 

出願人：日本大学 出願日：2015 年 6 月 29 日 

2. *出願番号：特願 2014-226599 

発明者：副島一孝, 松本太郎, 風間智彦 

発明の名称：「真皮再建用テンプレート」 

出願人：日本大学 出願日：2014 年 11 月 7 日 

3. *出願番号：特願 2015-065598 

発明者：松本太郎, 風間智彦, 加野浩一郎 

発明の名称：「脱分化脂肪細胞を有効成分とする血管再生療法用組成物」 

出願人：日本大学 出願日：2015 年 3 月 27 日 

4. *出願番号：PCT/JP2016/082413 特願 2015-218569 

発明者：松本太郎, 風間智彦, 萩倉一博 

発明の名称：「培養容器」 

出願人：日本大学 出願日：2015 年 11 月 6 日 

 上記 4. 「培養容器」は、脂肪細胞の天井培養を簡便に行い、DFAT を高効率に調製するこ

とを可能とする脱分化培養専用フラスコに関する発明である。現在、培養容器メーカーと共同

で製品化を目指している。 

 

＜今後の研究方針＞ 

 当初の計画通り「治療用細胞の特性解析」、「臨床応用に適合した細胞調製法の確立と移

植安全性の検証」、「DFAT を用いた細胞治療の開発および前臨床試験」の各テーマ別に研

究を進めていく。特に最終到達目標である「DFAT を用いた細胞治療の First-in-Man 臨床研

究の開始」を最優先事項とし、これに必要な橋渡し研究を実施する。具体的にはアイソレータ

ー内にてヒト吸引脂肪組織を用いた DFAT 製造を繰り返し検討し、細胞製造および品質管理
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に係わる作業手順書を完成させる。そして臨床研究計画書を作成し、施設臨床研究倫理審

査委員会への申請を行う。また並行して皮膚組織再生、歯槽骨再生などを目的とした DFAT

細胞治療の前臨床試験を行い、今後の臨床応用に向け至適移植法を検討する。 

＜今後期待される研究成果＞ 

 本研究プロジェクトが順調に進めば、プロジェクト終了までに世界で初めての DFAT を用い

た細胞治療が実現する。また重度熱傷、難治性歯周病、難治性骨折などの疾患に対する

DFAT を用いた細胞治療法の有効性と妥当性が明らかになる。本研究成果を元に DFAT 細

胞治療が発展すれば、患者の年齢や基礎疾患に影響されず、低コストで実用性の高い血管

再生細胞治療の普及に寄与することが予想される。さらに現在先行しているMSCを用いた細

胞治療の大部分をより安全・安価なものとして普遍的に発展させる可能性を有している。 

 

＜自己評価の実施結果及び対応状況＞ 

 「治療用細胞としての特性解析」では、成体内における脱分化現象の解析など一部遅れが

生じたが、他の研究はおおむね順調に進捗した。一方、DFAT 三次元培養による高次組織構

築の研究など予定より早く実施した項目もあった。これらの状況から達成度 90%と自己評価し

た。「臨床応用に適合した細胞調製法の確立と移植安全性の検証」では、3 年次までに GMP

準拠 DFAT 調製システム及び品質評価法を完成させることを達成目標としていた。この目標

はほぼ達成されたと判断し、達成度 95%と自己評価した。「DFAT 細胞治療の開発と前臨床試

験」では、血管再生、皮膚再生、歯槽骨再生に関する研究は順調に進捗したが、急性 GVHD

予防に関する研究などで一部遅れが生じた。これらの状況から達成度 85%と自己評価した。   

 本事業に関する研究成果として、雑誌論文(17報)、学会発表（109回）、公開シンポジウム(3

回)がなされ、研究期間 3 年間の成果としては順調と思われる。また本事業に係わる特許出

願（4 件）や新聞報道（4 件）などもなされた。まだ論文化に至っていない研究成果が複数ある

ため、今後、順次論文化していく予定である。 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果及び対応状況＞ 

 ２名の有識者に依頼し外部評価を受けた。そのコメントと評価スコアを以下に示す。 

評価者１：DFAT を用いた細胞治療の臨床応用というテーマを共有する個々の研究者が、基

礎から臨床にわたるそれぞれの特異分野を生かしながら、チーム全体として相補的に関わり

ながら研究を進めており高く評価できる。細胞特性解析、細胞調製法確立、前臨床試験とい

う 3 本柱の達成度は現時点で計画通りの水準を維持しており、近い将来、ヒトへの臨床応用

が十分期待できる（評価スコア 21 点／25 点満点）。 

評価者２：①研究内容は、動物モデルを作成して有効性を検証し、それを臨床応用へ進めて

おり、基礎から臨床応用までの工程がしっかりできている。進捗も、ほぼ計画通りに行われて

いる点は、高く評価される。②同種細胞としての利用の場合には、将来的には PMDA と薬事

戦略相談の上、再生医療等製品として製剤化を目指す必要があると思われる。臨床研究に

てヒトでの POC を確立された後に、導出企業を決めて、進まれることが期待される。なお、健

常ドナーの安全性の担保、どのくらいのドナープールが必要なのかの試算も必要となると考

える（評価スコア 23 点／25 点満点）。 

 今後の対応として、評価者２のアドバイスに従い、再生医療等安全性確保法下の臨床研究

と並行して DFAT 細胞製剤の開発を視野に入れ、PMDA 薬事戦略相談（事前相談）などを積

極的に受けることを計画する。 
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１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１）   再生医学          （２）   細胞治療          （３） 間葉系幹細胞    

（４）   血管再生          （５）   脂肪細胞          （６） 脱分化脂肪細胞   

（７）   創傷治癒          （８） 脂肪組織由来幹細胞     

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 

 

＜雑誌論文＞ 

1. *Tsurumachi N, Akita D, Kano K, Matsumoto T, Toriumi T, Kazama T, Oki Y, Tamura Y, 

Tonogi N, Shimizu N, Honda M. Effect of collagenase concentration to isolate small 

adipocytes from human buccal fat pad. J Oral Sci, 2017 In press （査読有） 

2. Okumura H, Noto N, Tanikawa S, Kanezawa K, Hirai M, Shimozawa K, Yagasaki H, 

Shichino H, Takahashi S. Impact of persistent left ventricular regional wallmotion 

abnormalities in childhood cancer survivors after anthracycline therapy: Assessment of 

global left ventricular myocardial performance by 3Dspeckle-tracking echocardiography. 

J Cardiol, 2017 In press （査読有） 

3. *Suzuki D, Akita D, Tsurumachi N, Kano K, Yamanaka K, Kaneko T, Kawano E, Iguchi S, 

Toriumi T, Arai Y, Matsumoto T, Isokawa K, Sato S, Honda M. Transplantation of mature 

adipocyte-derived dedifferentiated fat cells into three-wall defects in the rat 

periodontium induces tissue regeneration. J Oral Sci, 2017 In press  (査読有) 

4. Nishikawa E, Yagasaki H, Hama A, Yabe H, Ohara A, Kosaka Y, Kudo K, Kobayashi R, 

Ohga S, Morimoto A, Watanabe KI, Yoshida N, Muramatsu H, Takahashi Y, KojimaS. 

Long-term outcomes of 95 children with moderate aplastic anemia treated with horse 

antithymocyte globulin and cyclosporine. Pediatr Blood Cancer, 2017 In press  (査読有) 

5. *Mikrogeorgiou A, Kondo T, Hattori T, Sugiyama Y, Nakanishi K, Tsuji M, Kazama T, Kano 

K, Matsumoto T, Hayakawa M, Sato Y. Dedifferentiated fat cells, as a novel source for 

cell therapy to target neonatal hypoxic ischemic encephalopathy. Dev Neurosci, 2017 In 

press  (査読有) 

6. Kobayashi H, Haketa A, Ueno T, Ikeda Y, Hatanaka Y, Tanaka S, Otsuka H, Abe M, 

Fukuda N, Soma M. Scoring system for the diagnosis of bilateral primary aldosteronism in 

the outpatient setting before adrenal venous sampling. Clin Endocrinol. 86(4): 467-472, 

2017 (査読有) 

7. Kobayashi H, Haketa A, Ueno T, Otsuka H, Tanaka S, Hatanaka Y, Ikeda Y, Abe M, 

Fukuda N, Soma M. Plasma adrenocorticotropic hormone but not aldosterone is 

correlated with blood pressure in patients with aldosterone-producing adenomas. J Clin 

Hypertens. 19(3): 280-286, 2017 (査読有) 

8. Obinata, D, Takayama K, Takahashi S, Inoue S. Crosstalk of the androgen receptor with 

transcriptional collaborators: potential therapeutic targets for castration-resistant 
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prostate cancer. Cancers 9(3): E22, 2017 (査読有) 

9. Hoshi R, Watanabe Y, Ishizuka Y, Hirano T, Nagasaki-Maeoka E, Yoshizawa S, Uekusa S, 

Kawashima H, Ohashi K, Sugito K, Fukuda N, Nagase H, Soma M, Ozaki T, Koshinaga T, 

Fujiwara K. Depletion of TFAP2E attenuates adriamycin-mediated apoptosis in human 

neuroblastoma cells. Oncol Rep 37(4): 2459-2464, 2017 (査読有) 

10. Yamada Y, Takayama KI, Fujimura T, Ashikari D, Obinata D, Takahashi S, Ikeda K, 

Kakutani S, Urano T, Fukuhara H, Homma Y, Inoue S. A novel prognostic factor TRIM44 

promotes cell proliferation and migration, and inhibits apoptosis in testicular germ cell 

tumor. Cancer Sci 108(1): 32-41, 2017  (査読有) 

11. Karim MR, Haruta T, Matsumoto T, Oda H, Taniguchi H. Imaging of cell shape alteration 

and cell movement in drosophila gastrution using DE-cadherin reporter transgenic files. 

J Vis Exp Dec 29; (118), 2016  (査読有) 

12. *Ikado Y, Obinata D, Matsumoto T, Murata Y, Kano K, Fukuda N, Yamaguchi K, Takahashi 

S. Transplantation of mature adipocyte-derived dedifferentiated fat cells for treatment 

of vesicoureteral reflux in a rat model. Int Urol Nephrol 48(12): 1951-1960, 2016  (査読

有) 

13. Nakahara E, Yagasaki H, Shimozawa K, Hirai M, Takahashi S. Severe thrombocytopenia 

as initial signs of primary sjögren syndrome in a 9-year-old female. Pediatr Blood 

Cancer. 63(7):1312-1313, 2016 (査読有) 

14. Katakawa M, Fukuda N, Tsunemi A, Mori M, Maruyama T, Matsumoto T, Abe M, Yamori Y. 

Taurine and magnesium supplement enhances the function of endothelial progenitor 

cells through antioxidation in healthy men and spontaneously hypertensive rats. 

Hypertension Research 39(12): 848-856, 2016 (査読有) 

15. Obinata D, Takayama K, Fujiwara K, Suzuki T, Tsutsumi S, Fukuda N, Nagase H, Fujimura T, 

Urano T, Homma Y, Aburatani H, Takahashi S, Inoue S. Targeting Oct1 genomic function 

inhibits androgen receptor signaling and castration-resistant prostate cancer growth. 

Oncogene 35(49): 6350-6358, 2016 (査読有) 

16. Ishige-Wada M, Kwon AM, Eguchi M, Hozumi K, Iwaguro H, Matsumoto T, Fukuda N, 

Mughishima H, Masuda H, Asahara T. Jagged-1 signaling in the bone marrow 
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台国際センター, 仙台市 

7. *小野賀功, 小沼憲祥, 金澤剛二, 後藤俊平, 橋本真, 越永従道, 松本太郎：ヒト脱分

化脂肪細胞(hDFAT)由来 exosome の免疫抑制能の検討. (口頭発表), 第 16 回日本再

生医療学会総会, 仙台国際センター, 仙台市 2017. 3. 7 

8. *三浦大輝, 風間智彦, 萩倉一博, 松本太郎, 野呂知加子: 間葉系幹細胞による移植

治療のための細胞キャリアの開発. （ポスター発表）, 第 39 回日本分子生物学会年会, 

パシフィコ横浜, 横浜市, 2016.12. 2 

9. *加野浩一郎：成熟脂肪細胞に由来する多能性細胞 DFAT の開発とその特性 〜獣医

領域における再生医療への応用〜.（シンポジウム）, 第 159 回日本獣医学会学術集会, 

藤沢市, 2016. 9. 8 

10. *渡辺真平, 沖 嘉尚, 松本太郎, 加野浩一郎：成熟脂肪細胞に由来する脱分化脂肪細

胞のセロトニン作動性神経細胞様細胞への分化（ポスター発表） 第 39 回日本分子生

物学会年会, パシフィコ横浜, 横浜市, 2016. 12. 1 

11. *石澤通康：脂肪細胞の分化、脱分化におけるビタミン D 受容体の役割（シンポジウム）. 

日本レチノイド研究会第 27 回学術集会, 昭和薬科大学, 東京, 2016.10. 23 

12. *金澤剛二, 小野賀功, 谷川俊太郎, 下澤克宜, 小沼憲祥, 谷ヶ崎博, 松本太郎：胎児

付属物由来幹細胞の免疫抑制能の検討. 第 78 回日本血液学会学術集会, パシフィコ

横浜, 横浜市, 2016.10.13,  

13. *副島一孝、樫村 勉、風間智彦、松本太郎、菊池雄二, 仲沢弘明: 自家培養表皮移植

時の脱分化脂肪細胞(DFAT)併用療法による基底膜構築促進効果(シンポジウム), 第

25 回日本形成外科学会基礎学術集会, ナレッジキャピタルコングレ・コンベンションセン

ター, 大阪, 2016.9.15. 

14. *石澤 通康、水島 優介、風間 智彦、松本 太郎、槇島 誠：脂肪脱分化過程における

ビタミン D の役割（ポスター発表）第 2 回 Neo Vitamin D Workshop 学術集会, 東京, 

2016. 8. 26 

15. *Matsumoto T. Dedifferentiated fat cells as a new cell source for therapeutic 

angiogenesis and regenerative medicine (Symposium). The 22nd Annual Meeting of Japan 

17



（様式１） 

 

法人番号 131075 

プロジェクト番号 S1411018 

 

Society of gene and Cell Therapy, Tokyo, Japan 2016. 7. 30 

16. *加野浩一郎：終末分化した体細胞から多能性細胞をつくる 〜自発的な脱分化と多能

性獲得〜  (招待講演) 第８回日本創傷外科学会総会・学術集会, ホテルメトロポリタ

ン東京池袋, 東京, 2016. 7. 21 

17. *秋田大輔, 月村直樹, 館野 敦, 大谷賢二, 永井栄一, 石上友彦: DFAT 細胞と乳酸-

グリコール酸共重合体（PLGA）による歯周組織再生能の検討. 第 125 回日本補綴歯科

学会, 石川県立音楽堂, 金沢市, 2016. 7. 10 

18. *丸山高史, 福田昇, 阿部雅紀, 上野高浩, 松本太郎, 遠藤守人, 岡田一義, 松本紘

一, 相馬正義, 河内裕：脱分化脂肪細胞(DFAT)の TSG-6 を介した腎症改善効果. (口頭

発表), 第 59 回日本腎臓学会学術総会, パシフィコ横浜, 横浜市, 2016. 6. 18 

19. *副島一孝、樫村 勉、藤原英樹、風間智彦、松本太郎、仲沢弘明：アログラフトにより再

構築した真皮への培養表皮生着促進のための試み（シンポジウム）, 第 42 回日本熱傷

学会総会・学術集会, シェラトン・グランデ・トーキョーベイ・ホテル, 浦安市 2016. 6. 2 

20. *後藤俊平, 小沼憲祥, 加藤礼保納, 土方浩平, 日高綾乃, 小野賀功, 橋本真, 星玲

奈, 植草省太, 浅井陽, 金田英秀, 古屋武史, 越永従道, 加野浩一郎, 松本太郎: 脱

分化脂肪細胞（DFAT）の血管壁細胞への分化, 第 53 回日本小児外科学会学術集会, 

ヒルトン福岡シーホーク, 福岡市, 2016. 5. 24 

21. *後藤俊平, 小沼憲祥, 小野賀功, 橋本真, 渡邉拓史, 萩倉一博, 越永従道, 松本太

郎: 脱分化脂肪細胞（DFAT）の血管壁細胞分化, 第 37 回日本炎症・再生医学会, 京都

市勧業館みやこめっせ, 京都市, 2016. 6. 16 

22. *中山渕志, 風間智彦, 加野浩一郎, 徳橋泰明, 松本太郎: ラット椎間板変性モデルに

対する脱分化脂肪細胞(DFAT)移植の効果. (口頭発表) 第 45 回日本脊椎脊髄病学会

学術集会, 幕張メッセ国際会議場・国際展示場, 千葉市, 2016. 4. 15 

23. *宮方啓行, 松本太郎, 風間智彦, 小山公行, 上井浩, 徳橋泰明: 受動喫煙ラット椎間

板変性モデルにおける脱分化脂肪細胞(DFAT)静脈内投与の治療効果. (口頭発表), 第

45 回日本脊椎脊髄病学会学術集会, 幕張メッセ国際会議場・国際展示場, 千葉市, 

2016. 4. 15 

24. *沖嘉尚, 渡辺真平, 松本太郎, 加野浩一郎：成熟脂肪細胞由来の DFAT 細胞はセロト

ニンおよびグルタミン酸作動性神経細胞へと分化する（口頭発表）日本畜産学会第 122

回大会, 神戸大学鶴甲第一キャンパス, 神戸市, 2016.3.28  

25. *Mikrogeorgiou A, 佐藤義朗, 杉山祐一朗, 鈴木俊彦, 北瀬悠磨, 近藤大貴, 中西圭

子, 辻雅弘, 風間智彦, 松本太郎, 加野浩一郎, 早川昌弘: Dedifferentiated fat cell, a 

novel source for cell therapy to target neonatal hypoxia-ishemia. (ポスター発表), 第 15

回日本再生医療学会総会, 大阪国際会議場, 大阪市, 2016. 3. 18 

26. *Kinoshita G, Kikuta S, Kazama T, Matsumoto T: Effect of paratthroid hormone on 

osteogenic differentiation ability in dedifferentiated fat cells. (Poster presentation), 62th 

Orthopaedic Research Society Annual Meeting, Florida, USA, 2016. 3.14 

27. *丸山高史, 福田昇, 松本太郎, 渡辺めぐみ, 阿部雅紀, 上野高浩, 遠藤守人, 岡田一
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義, 松本紘一, 相馬正義, 河内裕：腎障害モデルに対する DFAT 細胞移植の効果と

TSG-6 を介したその機序の考察. (口頭発表), 第 15 回日本再生医療学会総会, 大阪国

際会議場, 大阪市, 2016. 3. 17 

28. *福田昇, 根岸英里子, 片川まゆみ, 上野高浩, 松本太郎：補体 C3 は間葉系細胞脱分

化および上皮間葉化現象(EMT)により心血管腎リモデリングを起こす. (口頭発表), 第15

回日本再生医療学会総会, 大阪国際会議場, 大阪市, 2016. 3. 17 

29. *橋本真, 小沼憲祥, 小野賀功, 後藤俊平, 古屋武史, 越永從道, 加野浩一郎, 松本太

郎：脱分化脂肪細胞を用いた iPS 細胞への誘導検討. (口頭発表), 第 15 回日本再生医

療学会総会, 大阪国際会議場, 大阪市, 2016. 3. 17 

30. *小山公行, 宮方啓行, 上井浩, 風間智彦, 松本太郎, 徳橋泰明: 受動喫煙ラット椎間

板変性への脱分化脂肪細胞(DFAT)静脈内投与の治療効果. (ポスター発表), 第 15 回

日本再生医療学会総会, 大阪国際会議場, 大阪市, 2016. 3. 17 

31. *松本太郎：脱分化脂肪細胞(DFAT)の血管新生能と臨床応用に向けた開発. (ワークシ

ョップ) 平成 27 年度日本大学学部連携研究推進シンポジウム 第 9 回日本大学先端バ

イオフォーラム, 日本大学会館, 東京, 2016. 1. 27 

32. *樫村勉, 副島一孝, 菊池雄二, 仲沢弘明, 風間智彦, 松本太郎: 脱分化脂肪細胞

(DFAT)による血流不全に陥った皮膚南部組織の救済法. (口頭発表), 平成 27 年度日本

大学学部連携研究推進シンポジウム 第 9 回日本大学先端バイオフォーラム, 日本大

学会館, 東京, 2016. 1. 27 

33. *萩倉一博, 渡邉拓史, 松本太郎：脱分化脂肪細胞(DFAT)の血管新生能の検討. (ポス

ター発表), 平成 27 年度日本大学学部連携研究推進シンポジウム 第 9 回日本大学先

端バイオフォーラム, 日本大学会館, 東京, 2016. 1. 27 

34. *小沼憲祥, 石岡茂樹, 橋本真, 後藤俊平, 小野賀功, 加野浩一郎, 松本太郎：マウス

炎症性腸疾患モデルに対する脱分化脂肪細胞(DFAT)の治療効果. (ポスター発表), 平

成 27 年度日本大学学部連携研究推進シンポジウム 第 9 回日本大学先端バイオフォ

ーラム, 日本大学会館, 東京, 2016. 1. 27 

35. *中山渕志, 風間智彦, 加野浩一郎, 徳橋泰明, 松本太郎：ラット椎間板変性モデルに

対する脱分化脂肪細胞(DFAT)移植の効果. (ポスター発表), 平成27年度日本大学学部

連携研究推進シンポジウム 第9回日本大学先端バイオフォーラム, 日本大学会館, 東

京, 2016. 1. 27 

36. *風間智彦, 副島一孝, 加野浩一郎, 松本太郎： 吸引脂肪組織を用いた脱分化脂肪細

胞(DFAT)の調製法の確立. (ポスター発表), 平成 27 年度日本大学学部連携研究推進

シンポジウム 第 9 回日本大学先端バイオフォーラム, 日本大学会館, 東京, 2016. 1. 27 

37. *橋本真, 小沼憲祥, 小野賀功, 後藤俊平, 古屋武史, 越永從道, 加野浩一郎, 松本太

郎：脱分化脂肪細胞(DFAT)を用いた iPS 細胞の樹立. (ポスター発表), 平成 27 年度日

本大学学部連携研究推進シンポジウム 第 9 回日本大学先端バイオフォーラム, 日本

大学会館, 東京, 2016. 1. 27 

38. *谷口浩章, 山元智衣, 風間美奈子, 長岡悠紀, 風間智彦, 松本太郎：脱分化脂肪細

胞(DFAT)の臨床用細胞製造と細胞治療への応用. (口頭発表), 平成 27 年度日本大学
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学部連携研究推進シンポジウム 第 9 回日本大学先端バイオフォーラム, 日本大学会

館, 東京, 2016. 1. 27 

39. *木下豪紀, 風間智彦, 新井嘉則, 長岡正宏, 徳橋泰明, 加野浩一郎, 松本太郎：ラット

難治性骨折モデルにおける脱分化脂肪細胞(DFAT)と副甲状腺ホルモン間歇投与によ

る効果. (ポスター発表), 平成 27 年度日本大学学部連携研究推進シンポジウム 第 9

回日本大学先端バイオフォーラム, 日本大学会館, 東京, 2016. 1. 27 

40. *三浦大輝, 松本太郎, 野呂知加子：幹細胞移植治療のための細胞キャリアの開発. (口

頭発表), 平成 27 年度日本大学学部連携研究推進シンポジウム 第 9 回日本大学先端

バイオフォーラム, 日本大学会館, 東京, 2016. 1. 27 

41. *丸山高史, 福田昇, 松本太郎, 渡辺めぐみ, 阿部雅紀, 上野高浩, 遠藤守人, 岡田一

義, 松本紘一, 相馬正義, 河内裕：免疫性腎炎に対する DFAT 細胞移植による TSG-6

を介した免疫抑制作用. (ポスター発表), 平成 27 年度日本大学学部連携研究推進シン

ポジウム 第 9 回日本大学先端バイオフォーラム, 日本大学会館, 東京, 2016. 1. 27 

42. *松本太郎: 脂肪細胞の脱分化機構と再生医療への応用.（特別講演）, 第 21 回美容・

アンチエイジング食品研究会, 大阪国際会議場, 大阪市, 2016. 2. 23 

43. *鶴町仁奈，田村瑛子，磯川桂太郎, 清水典佳, 本田雅規: ヒト頬脂肪体から単離した

成熟脂肪細胞の大きさの違いにより獲得した脱分化脂肪細胞の特性の比較解析. (口

頭発表), 第74回日本矯正歯科学会, 福岡国際会議場, 福岡市, 2015. 11. 20 

44. *松本太郎: 脂肪細胞を用いた再生医療（特別講演）, 第 19 回日本内分泌病理学会学

術総会, アバンセ佐賀, 佐賀市, 2015.10. 25 

45. *小山公行, 宮方啓行, 風間智彦, 徳橋泰明, 松本太郎: 受動喫煙ラット椎間板モデル

における脱分化脂肪細胞(DFAT)静脈内投与の治療効果 (口頭発表), 第 30 回日本整

形外科学会基礎学術集会, 富山国際会議場, 富山市, 2015. 10. 22 

46. *副島一孝, 樫村 勉, 藤原英紀, 風間智彦, 松本太郎, 仲沢弘明：皮膚再生医療にお

ける脱分化脂肪脂肪(DFAT)細胞の有用性に関する検討 (シンポジウム), 第 24 回日本

形成外科学会基礎学術集会 , 岩手県民会館, 岩手市,  2015. 10. 9.  

47. *丸山高史, 福田昇, 渡辺めぐみ, 上野高浩, 阿部雅紀, 松本太郎, 遠藤守人, 岡田一

義, 松本紘一, 相馬正義, 河内裕：脱分化脂肪細胞(DFAT)の全身投与は TSG-6 を介し

て免疫性糸球体腎炎を改善した. (口頭発表), 第 38 回日本高血圧学会総会, ひめぎん

ホール, 松山, 2015. 10. 9 

48. *石澤通康、水島優介、風間智彦、松本太郎、池田和正、槇島誠：マウス脱分化脂肪細

胞の誘導におけるビタミン D シグナルの影響（口演）. 第 348 回脂溶性ビタミン総合委員

会, 東京, 2015. 9. 18 

49. *谷川俊太郎, 大熊啓嗣, 金沢剛二, 西川英里, 下澤克宜, 平井麻衣子, 谷ヶ崎博, 高

橋昌里, 風間智彦, 松本太郎: 臍帯血生着不全モデルマウスに対する胎児付属物由来

幹細胞移植の生着促進効果の検討. (ポスター発表), 第 36 回日本炎症・再生医学会, 

虎ノ門ヒルズフォーラム, 東京, 2015. 7. 21 

50. *鶴町仁奈, 秋田大輔, 松本太郎, 加野浩一郎, 外木守雄, 磯川桂太郎, 本田雅規: ヒ
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ト頬脂肪体から単離した各種成熟脂肪細胞分画から得られた脱分化脂肪細胞の特性

の解析. (ポスター発表), 第 36 回日本炎症・再生医学会, 虎ノ門ヒルズフォーラム, 東

京, 2015. 7. 21 

51. *風間智彦, 副島一孝, 加野浩一郎, 松本太郎: 吸引脂肪組織を利用した脱分化脂肪

細胞 DFAT の調製と機能評価. (ポスター発表), 第 36 回日本炎症・再生医学会, 虎ノ門

ヒルズフォーラム, 東京, 2015. 7. 21 

52. *遠山一人, 風間智彦, 松本太郎, 加野浩一郎, 平山篤志: ブタ脱分化脂肪細胞の心

筋分化指向性の検討.  (ポスター発表), 第 36 回日本炎症・再生医学会, 虎ノ門ヒルズ

フォーラム, 東京, 2015. 7. 21 

53. *宮方啓行, 松本太郎, 風間智彦, 小山公行, 上井浩, 徳橋泰明: 受動喫煙によるラッ

ト椎間板変性モデルに対する脱分化脂肪細胞(DFAT)移植の効果. (ポスター発表), 第

36 回日本炎症・再生医学会, 虎ノ門ヒルズフォーラム, 東京, 2015. 7. 21 

54. *秋田大輔, 加野浩一郎, 田村瑛子, 真下貴之, 鶴町仁奈, 新井嘉則, 山中克之, 金子

正, 塩野目桃子, 月村直樹, 松本太郎, 磯川桂太郎, 石上友彦, 本田雅規: DFAT 細胞

による歯周組織再生. (ポスター発表), 第 36 回日本炎症・再生医学会, 虎ノ門ヒルズフ
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脱分化脂肪細胞移植による骨折治癒促進効果の検討. (口頭発表), 第 29 回日本整形

外科学会基礎学術集会, 城山観光ホテル, 鹿児島市, 2014.10. 9 

101. *中山渕志, 風間智彦, 加野浩一郎, 徳橋泰明, 松本太郎：ラット変性椎間板モデルに

対する脱分化脂肪細胞移植および再生医療への展望. (口頭発表), 第 29 回日本整形

外科学会基礎学術集会, 城山観光ホテル, 鹿児島市, 2014.10. 9 

102. *石澤通康, 高野真史, 橘高敦史, 坂根里枝, 須原義智, 山田幸子, 槇島誠：細胞選択

的及び遺伝子選択的活性を有するビタミン D 誘導体の生物活性評価.（口演発表）, 第

344 回脂溶性ビタミン総合研究委員会, 東京, 2014. 9. 26 

103. *信末博行, 沖嘉尚, 佐谷秀行, 加野浩一郎：アクチン細胞骨格動態による脂肪分化を

誘導するメカニズムの解明とがん治療への応用.（口頭発表）, 第 73 回日本癌学会学術

総会, パシフィコ横浜, 横浜市, 2014. 9. 25 

104. *Kashimura T, Soejima K, Asami T, Shimoda K, Kazama T, Matsumoto T, Nakazawa H: 

The effect of mature adipocyte-derived dedifferentiated fat cells on a dorsal skin flap 

model. (Poster presentation) 17th ASEAN Congress of Plastic Surgery, Singapore, 2014. 

8. 1 

105. *鶴町仁奈, 秋田大輔, 松本太郎, 加野浩一郎, 外木守雄, 齋藤瑛子, 秋山祐子, 鳥海

択, 磯川桂太郎, 清水典佳, 本田雅規: ヒト頬脂肪体の成熟脂肪細胞に由来する脱分

化脂肪細胞. (ポスター発表), 第 35 回日本炎症・再生医学会, 万国津梁館, 名護市, 

2014. 7. 2. 
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106. *大熊啓嗣, 西川英里, 谷川俊太郎, 金澤剛二, 下澤克宜, 風間智彦, 松本太郎, 高橋

昌里：臍帯・胎盤羊膜由来 MSC の造血細胞支持能の比較検討. (ポスター発表), 第 35

回日本炎症・再生医学会, 万国津梁館, 名護市, 2014. 7. 1. 

107. *下澤克宜, 大熊啓嗣, 谷川俊太郎, 金澤剛二, 西川英里, 風間智彦, 麦島秀雄, 松本

太郎：ヒト臍帯・胎盤組織由来幹細胞の免疫原性および免疫制御能の解析. (ポスター

発表), 第 35 回日本炎症・再生医学会, 万国津梁館, 名護市, 2014. 7. 1. 

108. *澤田浩克, 風間智彦, 新井嘉則, 本田雅規, 加野浩一郎, 徳橋泰明, 松本太郎: 免疫

不全マウス大腿骨骨折モデルにおけるヒト脱分化脂肪細胞の骨再生効果検討. (ポスタ

ー発表), 第 35 回日本炎症・再生医学会, 万国津梁館, 名護市, 2014. 7. 1. 

109. *風間智彦, 木下豪紀, 新井嘉則, 長岡正宏, 徳橋泰明, 加野浩一郎, 松本太郎：ラット

難治性骨折モデルに対する脱分化脂肪細胞と副甲状腺ホルモン投与による骨折治癒

効果の検討. (ポスター発表), 第 35 回日本炎症・再生医学会, 万国津梁館, 名護市, 

2014. 7. 1. 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 
ホームページで公開している場合には、URL を記載してください。 

＜既に実施しているもの＞ 

公開シンポジウム 

1. 文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 「脱分化脂肪細胞を用いた細胞

治療の臨床応用に向けた橋渡し研究」 平成 26 年度研究成果公開シンポジウム 東京, 

2015. 1. 31 

2. 日本大学医学部細胞再生・移植医学分野公開シンポジウム「幹細胞移植による免疫制

御の臨床応用」 東京, 2015. 8. 29 

3. 文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 「脱分化脂肪細胞を用いた細胞

治療の臨床応用に向けた橋渡し研究」 平成 27 年度研究成果公開シンポジウム 東京, 

2016. 3. 5 

4. 文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 「脱分化脂肪細胞を用いた細胞

治療の臨床応用に向けた橋渡し研究」 平成 28 年度研究成果公開シンポジウム 東京, 

2017. 3. 11 

インターネット 

5. 日本大学医学部総合医学研究所紀要 「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業報

告」 渡邉拓史 他, マウス脱分化脂肪細胞の血管新生作用に関する研究 3: 71-76, 

2015, URL: www.med.nihon-u.ac.jp/research_institute/bulletin/2015/2015_019  

 

＜これから実施する予定のもの＞ 

公開シンポジウム 

1. 文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 「脱分化脂肪細胞を用いた細胞

治療の臨床応用に向けた橋渡し研究」 平成 29 年度研究成果公開シンポジウム 東京, 

2018. 3 予定 

2. 文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 「脱分化脂肪細胞を用いた細胞

治療の臨床応用に向けた橋渡し研究」 平成 30 年度研究成果公開シンポジウム 東京, 

2019. 3. 予定 
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インターネット 

3. 日本大学医学部総合医学研究所紀要 「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業報

告」 遠山一人 他, ブタ心外膜下脂肪組織に由来する脱分化脂肪細胞の特性解析 

2017. 5 予定 

4. 文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 「脱分化脂肪細胞を用いた細胞

治療の臨床応用に向けた橋渡し研究」 研究成果報告 2019. 3. 予定 

  

１４ その他の研究成果等 
「１２ 研究発表の状況」で記述した論文、学会発表等以外の研究成果及び企業との連携実績があれば具体的

に記入してください。 また、上記１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付してください。 

新聞報道 

1. *松本太郎：「３年後には臨床試験へ 脱分化脂肪細胞(DFAT)」 日本大学広報第 676 号 

2015. 2.15 

2. *副島一孝：「皮膚再建時の DFAT の有用性を動物実験で確認」 Medical Tribune 

2015.5.15 

3. *松本太郎, 加野浩一郎：「DFAT 研究に熱い視線 バイオジャパン 2015」日本大学広報

第 687 号 2015.11.15 

4. *松本太郎：「足の血流改善狙い脂肪から細胞育成」. 日本経済新聞 2015.12.21 

 

展示会等 

1. *松本太郎: 日本大学における再生医学研究 (講演), 日本大学医学部オープンキャン

パス, 東京, 2015. 7. 23-24 

2. *松本太郎: 脱分化脂肪細胞(DFAT)を用いた細胞治療 (出展者プレゼンテーション), 

BioJapan2015, 横浜, 2015.10.16 

3. *松本太郎: 脱分化脂肪細胞(DFAT)を用いた細胞治療 (出展者プレゼンテーション), メ

ディカルジャパン 2016 アカデミックフォーラム, 大阪, 2016. 2. 24 

4. *松本太郎: 脱分化脂肪細胞(DFAT)による細胞治療 (出展者プレゼンテーション), ライ

フサイエンスワールド 2016 第 13 回アカデミックフォーラム, 東京, 2016. 5.13 

5. *松本太郎: 日本大学における再生医学研究 (講演), 日本大学医学部オープンキャン

パス, 東京, 2016. 7. 28-29 

6. *松本太郎: 脱分化脂肪細胞(DFAT)を用いた細胞治療 (出展者プレゼンテーション), 

BioJapan2016 再生医療 Japan2016, 東京, 2016.10.14 

 

本研究プロジェクトに係わる受賞 

1. *秋田大輔, 加野浩一郎, 田村瑛子, 真下貴之, 鶴町仁奈, 新井嘉則, 山中克之, 金子

正, 塩野目桃子, 月村直樹, 松本太郎, 磯川桂太郎, 石上友彦, 本田雅規: DFAT 細胞

による歯周組織再生. (優秀演題賞), 第 36 回日本炎症・再生医学会, 虎ノ門ヒルズフォ

ーラム, 東京, 2015. 7. 21 

 

１５ 「選定時」に付された留意事項とそれへの対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

該当なし 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

該当なし 
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。） （千円）

H12年度 5,722　㎡ 8 20 _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ 日本大学

S41年度 1,331　㎡ 4 13 _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ 日本大学

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

補助主体

S1411018

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

0

0 0

研究施設面積 補助金額

69,387 63,911 0

整備年度

医学部創設70周年記念
館（リサーチセンター）

0

11,900

121,398

133,298

0 0 0 0

0

0

0

64,829 56,569

4,558

0 0

0 0 0 0 0

26,490 20,425

0

00

0 00 07,342

19,431 18,660

4,558 7,342

18,908 17,484

0

0

研究室等数 使用者数

0

装 置

設 備

平
成
2
8
年
度 研究費

0装 置

施 設

0

46,915

総

額

総 計

0

施　設　の　名　称

設 備

研究費

施 設

平
成
2
7
年
度

設 備

施 設

装 置

研究費

平
成
2
6
年
度

施 設

年度・区分

研究費

プロジェクト番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）
受託

研究等

支出額 法　人
負　担

私　学
助　成

装 置

38,091

0

0

0

設 備 11,900

36,392

共同研
究機関
負担

事業経費

法人番号 131075

実験医学研究所
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ｈ
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１８　研究費の支出状況研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

16,051

（　 修繕費 　） 977 機器修繕 977 超低温槽修理
42

研究補助

13,549

0
513

学内1人

0

学会参加費

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

時給　　950円，年間時間数　941.5時間，実人数1人896

0

13,549

2,079
896

補助主体

積　　算　　内　　訳

研究用機器
0

16,051

月給　280,000円，年間時間数 1,464時間，実人数 1人

私学助成

6,792

3,817 3,817

0
6,792

研究補助

0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
CO2インキュベータ―、極微量分光光度計　他

学内1人　

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター 0
513

16,051計

計

リサーチ・アシスタント

0
16,051

513リサーチ・アシスタント

12

学会旅費
833

0
97

業務委託

研究試料送付

小  科  目
主　な　使　途

研究試料運搬

支　出　額

研究用消耗品

学会旅費(仙台、神戸、和歌山)
検査委託料

0

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出
試薬、実験動物、プラスチック製品消　耗　品　費

833

H26年度 11,900466.5 7,342

台　　数型　　番

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

事業経費

（研究装置）

装置・設備の名称

旅費交通費

稼働時間数

12

図　　　　書

42

97

BD，Facs Aria

教育研究経費支出

年　　　度

計

印刷製本費

（研究設備）

（情報処理関係設備）

FACS AriaⅡuセルソーター

通信運搬費

0

（　　雑費　　）

報酬・委託料

学会参加

研究支援推進経費

11,588

光　熱　水　費

0

教育研究用機器備品

人件費支出

整備年度 補助金額

金　　額

11,588

1

26

該当なし

（兼務職員） 時給　1,050円，年間時間数　1,576時間，実人数1人2,079研究補助

計計 513

※所定福利費等を含む
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  平成 年度

  平成 年度

（　 修繕費 　） 4,348 機器修繕 4,348
報酬・委託料 512

印刷製本費 0

3,650

7,9217,921

計 8,110 8,110

図　　　　書 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

学内3人　

ポスト・ドクター 4,633 ポスト・ドクトラル・フェロー 4,633 学内1人

研究支援推進経費 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 3,477 リサーチ・アシスタント 3,477 学内2人

計 7,214 7,214
0

教育研究用機器備品 7,214 研究用機器 7,214 全自動セルカウンター　他

教育研究経費支出 0 0

計 15,306 15,306

人件費支出 1,144 研究補助 1,144 時給　1,000円，年間時間数　　935時間，実人数 1人

（兼務職員） 2,251 研究補助 2,251 時給　1,250円，年間時間数　1,588時間，実人数 1人

計 24,395 24,395

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 1,634 業務委託 1,634 検査委託料、パラフィンブロック作製

（　　雑費　　） 15 学会参加 15 学会参加費

印刷製本費 0 0

旅費交通費 164 学会旅費 164 学会旅費（仙台）

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 20,851 研究用消耗品 20,851 試薬、実験動物、プラステック製品

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

研究支援推進経費 0 0

計 3,733 3,733 学内2人

ポスト・ドクター 0 0
3,733

計 11,229 11,229

リサーチ・アシスタント 3,733 学内2人

11,229 iMarkマイクロプレートリーダー　他

図　　　　書 0 0
研究用機器

教育研究経費支出 0 0

計 6,435 6,435

人件費支出 1,881 研究補助 1,881 時給 　 950円，年間時間数　1,526時間，実人数1人

（兼務職員） 904 研究補助 904 時給　1,000円，年間時間数　　804時間，実人数1人

計 20,427 20,427

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

検査委託料

（　　雑費　　） 61 学会参加 61 学会参加費
X線照射装置修理

業務委託 512

0

旅費交通費 316 学会旅費 316 学会旅費(福岡、富山、名古屋、大阪)

光　熱　水　費 0 0

通信運搬費 0 0

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 15,190 研究用消耗品 15,190 試薬、実験動物、プラステック製品

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

（　 修繕費 　）（　 修繕費 　） 1,731

時給　1,100円，年間時間数　2,541時間，実人数 2人研究補助3,650

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

※所定福利費等を含む

年　　　度 27

月給　290,000円，年間時間数　1,500時間，実人数 2人

2,440 研究補助 2,440 月給　180,000円，年間時間数　2,289時間，実人数 １人

1,550 研究補助 1,550 時給　1,100円，年間時間数　1,155時間，実人数 1人

7,921

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

※所定福利費等を含む

機器修繕 1,731 ピペットマン修理、ディープフリーザー修理

研究補助研究補助7,921

教育研究用機器備品 11,229
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